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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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気道の杯細胞過形成を抑制するための抗ヒスタミン剤を含有する医薬組成物。
【請求項２】
フェニルプロピオン酸系解熱鎮痛消炎剤並びにアゼラスチン及び／又はアゼラスチンの薬
理上許容される塩を含有する医薬組成物。
【請求項３】
気道の杯細胞過形成を抑制するための請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
気道の杯細胞過形成を抑制するためのフェニルプロピオン酸系解熱鎮痛消炎剤及び抗ヒス
タミン剤を含有する医薬組成物。
【請求項５】
さらに鎮咳及び／又は去痰を同時に行うための請求項１、請求項３又は請求項４に記載の
医薬組成物。
【請求項６】
抗ヒスタミン剤が、ケトチフェン、クレマスチン、アゼラスチン、メキタジン及びそれら
の薬理上許容される塩から選ばれる１又は２以上である請求項１、請求項４又は請求項５
から選択されるいずれか1項に記載の医薬組成物。
【請求項７】
抗ヒスタミン剤が、フマル酸ケトチフェン、フマル酸クレマスチン、塩酸アゼラスチン及
びメキタジンから選ばれる１又は２以上である請求項１、請求項４又は請求項５から選択
されるいずれか1項に記載の医薬組成物。
【請求項８】
フェニルプロピオン酸系解熱鎮痛消炎剤が、ロキソプロフェンナトリウム、イブプロフェ
ン、アルミノプロフェン、チアプロフェン酸、プラノプロフェン、オキサプロジン、フェ
ノプロフェンカルシウム、ザルトプロフェン及びフルルビプロフェンからなる群より選ば
れる１又は２以上である請求項２～７から選択されるいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
フェニルプロピオン酸系解熱鎮痛消炎剤が、ロキソプロフェンナトリウム又はイブプロフ
ェンより選ばれる１又は２以上である請求項２～７から選択されるいずれか１項に記載の
医薬組成物。
【請求項１０】
感冒剤として用いるための請求項１～９から選択されるいずれか１項に記載の医薬組成物
。
【請求項１１】
急性又は慢性気管支炎の治療に用いるための請求項１～９から選択されるいずれか１項に
記載の医薬組成物。
【請求項１２】
慢性気道疾患における急性呼吸器感染時の症状の治療に用いるための請求項１～９から選
択されるいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
有効成分を同一の医薬組成物中に含有する請求項２～９から選択されるいずれか１項に記
載の医薬組成物の製造方法。
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